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老朽化（物理的老朽化、社会的陳腐化） 
中古住宅流通の停滞 
空家の増加 
未リフォームの住宅 
近隣センター、ショッピングセンターの老朽化 

郊外団地の課題 

①ハード 



住まいの課題 ●築４０年の団地の住まい（古い、狭い、汚い） 
●リフォームは促進されない 



高齢化 
買物難民 
少子化（小中学校の統廃合） 
貧困化 
学級崩壊 
商店街衰退（売上げの減少） 
外国人の増加 
地域文化・伝統の少なさ 
コミュニティ形成力の低下 

②ハード以外 
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人口・高齢化率の推移 
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地域の課題 

エレベータがない５階建て住棟 

●階段の上り下りが大変で 
日常生活に支障 

●孤独死の増加 

高齢者を見守る仕組みがない 



売上

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

団地内の近隣ショッピングセンター売上げ推移 

Ａ-ＳＣ 

Ｂ-ＳＣ 
Ｃ-ＳＣ 



公的な再生はハー
ド・福祉分野が中心 
 
   
  
課題は多種・多様 
←→縦割り 

課題への対応の現状 



地域課題の多様
性、連続性  
 
→包括性が必要 

 

取組みの考え方 

①包括的取組
みの必要性 



時間軸 
多様な展開へ 



公共も民間も 
手を出しにくい領域 
の課題解決 

②市民コミュニティ・ビジネス 



住宅地の様々な課題を解決していく
ためには、ＮＰＯや地域住民の参加
が必要で、継続させるためにビジネ
ス的な手法をとらざるを得ない。 

住宅地再生のコミュニティビジネス 

コミュニティビジネスの一般的な定義 

地域課題の解決を目的として、地域の住民が主体的に参加
し、サービスの継続性を図るためにビジネス的な手法をとる 

持続性のある再生活動のために 



周辺団地、周辺
住宅地を一体的
に再生 

 

③エリアマネジメント 



 

・「大学教員」と「住民」がとも
に、魅力があり、暮らしやすい
ニュータウン再生のための実践を
行う 

・2003年8月～ 

・常勤３名、非常勤３名 

・事業規模：約４０００万円 

・2010年度工学部地域社会連携賞 

ＮＰＯによる取組み 

ちば地域再生リサーチによる包括的な団地再生 



組織の構成 

理事長  ：服部 岑生（名誉教授） 
副理事長 ：上野 武（キャンパス整備企画室・工学部教授） 
理事    ：鈴木 雅之（キャンパス整備企画室・工学部助教） 
       ：吉岡 陽介（工学研究科助教） 
       ：高柳 英明（元工学研究科助教、現滋賀県立大） 
 
事務局（常勤職員） 
 陶守 奈津子（千葉大） 
 東 秋沙（千葉大） 
 金森 敬明（東京理科大） 

２００５年３月修了 
工学研究科（建築学） 

２００８年３月修了 
工学研究科（建築学） 

陶守 奈津子       東 秋沙 



約2km 

JR京葉線 
稲毛海岸駅 
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稲毛海岸公園 

約1.5km 

団地SC 

団地SC 

団地SC 

公団（賃） 

面積：351ha  

人口：4.2万人  

世帯数：1.9万世帯  

高齢化率：20.6％ 

 

公団分譲：3787戸  

民間分譲：3343戸  

UR賃貸：7747戸  

県営住宅：516戸  

市営住宅：1422戸  

戸建て：842戸  

社宅：122戸   

計：17779戸 

高洲・高浜地区 



活動の６つの柱 



住まいのリペア・リフォーム 



高齢者の住宅リフォーム 

「最小限リフォーム」  
テーマ：温熱環境、バリアフリー、住みながらリフォーム 

最小限の負担で、最大限の効果 



コミュニティ・暮らしサポート 



団地学校 



エリア経済の活性化サポート 



コミュニティ・アート 



住まい・町再生サポート 



千葉大学の教員との協働 

 
渡邊 誠先生  千葉大学工学研究科デザイン科学教授 
           アート施設アドバイザー、千葉大グッズ 
 
明石要一先生  千葉大学教育学部社会科教授 
           団地学校企画運営 
 
加藤 修先生  千葉大学教育学部美術科教授 
           アートイベント協働 
 
神野真吾先生  千葉大学教育学部美術科准教授 
           アートイベント協働 
 
○団地学校講師 
 森 千里先生（医学研究院）、小原康裕先生（工学研究科） 
 小野健太先生（工学研究科）、丁志映先生（工学研究科） 
 
○団地再生研究会 
 小林秀樹先生（工学研究科）、広井良典先生（法経学部） 
 池辺このみ先生（園芸学研究科） 



ちば地域再生リサーチ編 

市民コミュニティ・ビジネスの現場 
ー建て替えない団地再生のマネジメントー 
彰国社、2012年10月 

 

１ ちば地域再生リサーチとは何か 
コミュニティの衰退と生命／限界のコミュニティ／ちば地
域再生リサーチの設立／ちば地域再生リサーチの戦略 
 
２ ちば地域再生リサーチの活動のすべて 
住まいのリペア・リフォーム／コミュニティ・暮らしサポート
／団地学校／コミュニティ・アート／エリア経済の活性化
サポート／住まい・町再生サポート 
 
３ マネジメントとパートナーシップ 
事業のマネジメント／コミュニティ・システム更新のため
のパートナーシップ／コミュニティの診断 
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